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共引用関係

BAAB NNNN norm規格化された共引用度

参考文献： Small H G. Co-citation in the scientific literature; a new measure of the relationship between 
two documents. Journal of the American Society for Information Science 24:265-9, 1973.

• 他の論文から頻繁に同時に引用される論文の間には、研究内容に共通性が
あると考える。

ABN)( BAN : 論文A(B)の被引用回数 : 論文AとBが同時に引用された回数

サイティングペーパ

研究内容に共通性BA

1 32
点線は引用

コアペーパ（各年, 各分野の被引用度Top1%論文）

引用する論文

引用される論文



• 共引用関係にもとづいて、Top1％論文のグループ化を2段階行い研究領域を抽出。

• 共引用関係の分析には、Top1％論文を引用する全ての論文を利用。

参考

Highly cited papers

Research fronts

Research areas

2nd clustering

1st clustering

Highly cited papers

Research fronts

Research areas

2nd clustering

1st clustering共引用関係による第一段階グループ化(閾値:0.3)

共引用関係による第二段階グループ化(閾値:0.1)

Top1％論文
(約7.9万件、

2009年1月～2014年12月)

リサーチフロント
(6828)

力学
特性

水素
吸蔵

ナノチューブ
の合成方法

カーボンナノチューブ
についての研究領域

化学 物理学材料
科学

★異なる分野の論文でも、共引用されていれば、グループ化される。
したがって、伝統的分野概念はここでは排除される。

★研究領域を構成するTop1％論文のうち、6割が伝統的分野（分
子生物学や物理学など）の場合は該当する分野に軸足を持つ
研究領域とし、それ以外を学際的・分野融合的領域とする。

世界的に注目を集めている研究領域（844）

★キーワードからスタートしないのが特徴。
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論文データベース分析を用いた研究領域の俯瞰



(特徴)

• 既存の学問分野にとらわれない研究領域全体の俯瞰的な分析が可能。
• 統計情報に基づく客観的な研究領域の分析が可能。
• 同一の手法を用いた継続的な分析が可能。

(留意点)
• 本調査で観測されているのは、6年間(サイエンスマップ2014では2009年～2014年)
で、論文数が一定の規模に達している研究である。

• したがって、論文ではなく、会議録、特許、プログラムなどで成果が報告される研究
についてはサイエンスマップでは把握できない。

• また、論文数が一定の規模に達していない場合(小さいコミュニティが長い期間を
かけて取組んでいる場合、6年間の最後の1, 2年に研究が進展した場合)は、抽出
できていない可能性がある。

• サイエンスマップで見えているのは、あくまで近過去の状況。科学研究の今の姿で
はない。
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サイエンスマップの特徴と留意点
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• 研究者が研究の実施に公的研究資金を活用したとしても、それらの全てが論文の
謝辞に書かれているとは限らない。

• 日本論文(2009年～2012年)のなかで、謝辞の記述がなされているのは約6割。

（謝辞情報の網羅性）

• 資金提供側が謝辞の記述ルールを示していない。
• 一部の資金配分機関等では謝辞に加えて、著者所属に資金配分機関等の名称を
記述する場合がある。

（謝辞の表記の不統一）

• 謝辞に公的研究資金の活用が記述されていても、その表記の仕方が統一されてお
らず、そのままで分析を行うことが困難。

• プログラムと資金配分機関の関係が一致していない事例もある。
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謝辞情報を用いた分析の限界
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• サイエンスマップ2014の報告書では、844の研究領域それぞれについて下記の
情報を掲載。

24http://www.nistep.go.jp/sciencemapで公表
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日本の170研究機関の活動状況について可視化
(プルダウンから可視化したい機関を選択)

研究領域の特徴語の検索
(検索したい語を入力して検索ボタン)

論文シェア(分数カウント)による主要国の
参画領域の表示
(論文種別、国、論文シェアを選択して検索ボタン)

マウスを灰色の丸(研究領域の位置)に
あわせると特徴語が表示されます。

クリックすると

過去からのTrajectoryの表示

研究領域における主要国シェアの表示
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